Early childhood education in China : Prior foreign influences and alternative directions in the future <International relations> by Huo, Liyan & Liu, Xiangying
― 59 ―
国際交流幼年教育研究年報　第37巻　59－64




Early childhood education in China: Prior foreign influences  
and alternative directions in the future 
Liyan HUO, Xiangying LIU (translation)
Abstract: Since the People’s Republic of China was established, early childhood education has 
been significantly affected by two negative foreign influences. One influence was the collectivist-
based education model of the former Soviet Union. The other was the liberal education model of 
western countries. Following gradual advances and challenges, reform of early childhood 
education in China and its development have integrated organically. The current problems for 
early childhood education in China are to construct a theoretical system and implementation 
model that reflect the times and national characteristics, and to move forward with a 
development-based Chinese culture in the age of globalization. 








































































































































































































































































































































































クト・メソッド」 「生成的カリキュラム」 と 「芸
術教室カリキュラム」 など自然主義精神に満ち
た児童教育思想と実践が育まれた。なお， プロ
ジェクト・スペクトラム （The Spectrum Approach） 
は，工業化時代を脱したポスト工業化時代のア
メリカに生まれたものである。新しい時代の特
徴により，個性を強調し，相違を尊重し，協力
を重んじ，創造を尊ぶような経済を創りだす時
代のアメリカ人のニーズに相応しい早期教育プ
ロジェクトが生まれたのである。以上から分か
るように，西洋の就学前教育モデルは全て一定
の社会文化の産物であり，一定の社会の意識形
態と価値観が幼児教育に体現されたものである。
　今日のようなグローバル化時代においては，
中華民族が新しい30年を切り開く歴史の出発点
として，明確な民族的特色と民族的風格のある
就学前教育モデルを作り上げなければならな
い。こうした明確な民族的特色と民族的風格の
ある就学前教育体系によって，数千年の歴史を
経験してきた東洋民族のグローバル化時代に具
えた時代性と民族性の最も優れた結合を具体的
に表さなければならない。とりわけ説明すべき
ことは，こうした明確な民族的特色と民族的風
格のある就学前教育体系は，中華民族が新しい
歴史の出発点において，時代の教育，とりわけ
就学前教育に対する新しい貢献と新しい影響を
もたらすべきものであり，中国の就学前教育に
根ざしたグローバルな教育観であり，グローバ
ル化時代における民族的な教育観である。民族
的なものこそグローバルなものである。西洋人
の後に追従するのではなく，中国人自身が創り
だすものになって初めて，中国が世界にオリジ
ナルな貢献をすることができ，多文化の「モザ
イク」で構成された世界の大家族の中で，自分
の地位を占めることができる。中国の就学前教
育者は決して狭隘な民族主義者ではない。しか
し，中国の就学前教育者として，世界の中で中
国人が民族精神への喚起，西洋の価値観と異な
る中華民族の価値観，人生観，価値観と栄辱観
への喚起，道徳や法律と異なる民族の精神を凝
集するような信仰と中国人自身の 「主義」 への覚
醒を理解するよう努力しなければならない。こ
れら全てを実現するために， 就学前教育という
生涯教育の土台作りの段階から価値教育， 公民
教育等の基礎をしっかりと定める必要がある。
従って， 一日も早くオリジナルで時代の特徴と
民族的特色のある就学前教育の理論体系と実践
モデルを形成させ， 一日も早く理論的実践的に
新機軸を打ち出した成果を踏まえた就学前教育
の発言体系と行動体系を形成することは， 就学
前教育者が新しい歴史の時期にとるべき理性的
選択であり， 今日における新しい出発点からと
るべき実際の行動でならなければならない。
　新中国における60数年の就学前教育は，旧ソ
連を代表とする社会主義と欧米を代表とする資
本主義の「二大陣営」に学ぶ二度の潮流から歩
んできた。二種類の社会制度下にある二種類の
就学前教育制度，思想と実践の衝突，融合から
歩んできた。中国の社会文化背景と近代化の
ニーズを踏まえて外国の就学前教育を変革し，
改造し，高めていく過程から歩んできた……。
今日の政治の多元化，経済のグローバル化の時
代において，理性的に着実に就学前教育の理念
を転換させ，独自の就学前教育モデルを創りだ
すように実際に行動しなければならない。「グ
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ローバル化時代における本土化（ローカル化）
した行動」を履行した就学前教育の思想，制度，
モデルと方法を新しく創り，中国的特色と風格
のある就学前教育の理論体系と実践モデルを創
り上げなければならない。
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訳者註
１）新中国の乳幼児教育・保育制度は，1950年
代に，旧ソ連の教育制度をモデルに，社会
主義国家建設の理念に基づき，父母の労
働・社会参加保障と乳幼児の全面発達を促
す集団的保育・教育保障の２重の役割を担
うものとして作られた。当時，乳幼児教育・
保育機関は子どもの年齢によって「託児所」
と「幼児園」と区分されていた。「託児所」
は，衛生部（日本の厚生労働省に相当）が
管轄し，公教育としての位置づけはなく，
乳児教育・保育機関として位置づけられ，
産休明けの０歳（生後56日）～３歳未満の
乳幼児を対象とした保育・教育を行うもの
とされた。一方，「幼児園」は，旧制度の「幼
稚園」から改組されたものであり，制度上
の管轄は，教育面を教育部（日本の文部科
学省に相当）が，保健衛生面を衛生部が担
当するが，主導機関は教育部である。公教
育制度の基礎段階の幼児教育・保育機関と
して位置づけられ，満３歳～満６，７歳の
幼児を対象とした教育・保育を行うものと
された。1990年代以降，３歳未満児の保育
を実施した「託児所」の閉鎖に伴い，「幼
児園」には３歳未満児（1.5歳～2.5歳から
の場合が多い）の教育・保育を担う「託児
部」や「託児クラス」も併設されるものが
多くなった。現在，中国の幼児園は，日本
の保育所と幼稚園をミックスしたような性
格を持っており，一体化した教育・保育機
関として乳幼児に対する早期の教育・保育
を担っている（一見，2003；一見，2008；
劉，2013）。
２）中国現行の行政区画の最上級の単位（一級
行政区）には，「省」（23）・「直轄市」（４）・
「少数民族自治区」（５）・「特別自治区」（２）
があり，中央に直属する。日本の「道・都・
府・県」に相当する。
３）1950年代当初より，中国の保育者養成は主
として「幼児園教師」（1950年代当初の法
規上では「教養員」とされたが，1979年の
法規上では「教養員（即ち幼児教師）」と
され，1986年以降の法規上では「幼児園教
師」とされている）養成を中心に展開され
てきた。文化大革命以前の1960年代中頃ま
で，「幼児園教師」の養成はほぼ高校レベ
ル相当の中等専門教育機関である「幼児師
範学校」で行われた。当時全国には合計19
の幼児師範学校があった（劉，2013）。
４）「幼児師範学校」の養成課程は，長い間幼
児園の教育課程に対応して，「三学六法」
－幼児心理学，幼児教育学，幼児衛生学の
「三学」と「幼児園の活動項目に対応する
６教科の教授法」－を基本的専門教育課程
として教育部により制定されてきた。例え
ば，1956年に教育部が発布した「幼児師範
学校教学計画」では，①言語教授法，②自
然認識教授法，③体育教授法，④活動的遊
戯体操教授法，⑤音楽教授法，⑥絵画図工
教授法の６種類の教授法科目が制定されて
いる。また，「文化大革命」後の1980年に
発布された「幼児師範学校教学計画試行草
案」では，①言語教授法，②常識教授法，
③計算教授法，④体育教授法，⑤美術図工
教授法，⑥音楽教授法の６種類の教授法科
目が制定されている。その後，この「試行
草案」は修正され，1985年に「幼児師範学
校教学計画」として発布されている（劉，
2013）。
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